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(a) 解析領域 (b) モデル近傍のメッシュ分割 

































時間ステップ 2.0×10-4 sec 
解析時間 実スケール10分相当 

























































(a) 風速プロファイル (b) 変動風速のパワースペクトル密度 
図2 モデル位置における流入風の特性 























    
































































































































(a) 平均風圧係数 (b) RMS変動風圧係数 (c) 平均風圧係数 (d) RMS変動風圧係数 
図4 風圧係数分布(陸屋根，z0/L=1.0×10-2，(a), (b) 一様流，(c), (d) 境界層乱流 ) 
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(a) 空力剛性係数 (b) 空力減衰係数 
図5 モーダル風力による非定常空気力特性 
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(a) 一様流 (b) 境界層乱流 (a) 一様流 (b) 境界層乱流 































 表3 空力不安定領域による空力不安定振動の発生風速 
屋根形状 UH*(一様流) UH* (境界層乱流) 
陸屋根 1.16 1.34 
円弧屋根(r/L=0.1) 1.61 1.82 
円弧屋根(r/L=0.2) 1.40 1.63 
吊屋根(d/L=0.05) 1.32 1.80 
吊屋根(d/L=0.1) 1.20 1.55 
表2 エネルギー収支による空力不安定振動の発生風速 
屋根形状 UH* (一様流) UH*(境界層乱流) 
陸屋根 1.32 1.36 
円弧屋根(r/L=0.1) 1.34 発生しない 
円弧屋根(r/L=0.2) 2.00 発生しない 
吊屋根(d/L=0.05) 1.50 1.55 
吊屋根(d/L=0.1) 1.18 1.52 
 
fL/UH  
(a) 非定常空気力の有無 (b) 質量変化に伴う応答倍率 
図8 動的応答倍率 
